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会議の名称 令和７年度第１回本庄市地域包括支援センター運営協議会 

開 催 日 時 令和７年８月１日（金） 
午前・午後 １時 ３０分から 

午前・午後 ２時 ２３分まで 

開 催 場 所 本庄市役所 ６階 大会議室 

出 席 者 

委員：髙橋茂雄委員、竹内靖委員、坂口良幸委員、恒屋昌一委員、 
富沢峰雄委員、太田行信委員、大塚進委員、須藤蓉子委員、 
金子健一委員、齊藤敏子委員 

地域包括支援センター：（本庄西地域包括支援センター）羽生氏、内田氏 
           （本庄東地域包括支援センター）河田氏、佐藤氏 
           （本庄南地域包括支援センター）赤塚氏 
           （児玉地域包括支援センター）須藤氏、巻田氏 
事務局：山田福祉部長 

生活支援課：茂木課長、吉田課長補佐 
介護保険課：丸山課長、高柳課長補佐 
高齢者福祉課：内田課長、新井課長補佐、山口係長、 

山田主査、大井主任 
欠 席 者 高橋公男委員 

議  題 
（次  第） 

１ 開会 
２ あいさつ 
３ 議題 
 報告事項 
（１）令和６年度地域包括支援センター事業実績報告について 
（２）令和７年度地域包括支援センター事業計画について 
（３）介護予防支援等委託先事業所について 
４ その他 
５ 閉会 

配 付 資 料 

１．令和７年度第１回本庄市地域包括支援センター運営協議会会議次第 
２．本庄市地域包括支援センター運営協議会委員名簿 
３．本庄市地域包括支援センター運営協議会設置要綱 
４．本庄市地域包括支援センター運営協議会における会議の傍聴について 
５．報告事項（１）令和６年度地域包括支援センター事業実績報告について  
６．報告事項（２）令和７年度地域包括支援センター事業計画について 
７．報告事項（３）介護予防支援等委託先事業所について 
８．報酬支払明細書 

その他特記事項 無 
主 管 課 高齢者福祉課 
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会 議 の 経 過 

発 言 者 発言内容・決定事項等 

事務局 
（山口係長） 

定刻となりましたので、ただいまより、令和７年度第１回本庄市地域包括

支援センター運営協議会を始めさせていただきます。 
皆様方におかれましては、ご多用のところご出席をいただきまして、まこ

とにありがとうございます。本日の進行を務めさせていただきます高齢者福

祉課の山口と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局 
（山口係長） 

会議に入ります前に資料の確認をさせていただきます。 
 
（事前資料及び当日配付資料確認） 
 

資料に不足等がございましたらお申し出ください。 
事務局 

（山口係長） 
それでは、開会にあたりまして、髙橋会長からご挨拶をお願いいたします。 

髙橋会長 

委員の皆様、本日はご多忙の中、またお暑い中ご出席ありがとうございま

す。 
 温暖化の影響により、熱中症が増えています。６月１日より労働安全規則

の一部を改正する省令により、職場における熱中症対策の強化が義務付けら

れました。暑さ指数が２８度以上、又は気温が３１度以上の環境下で、１時

間以上又は１日４時間を超えて作業する場合に、事業者が対策をとらなけれ

ばならないことになりました。７月１１日の本庄市の衛生委員会でも対策に

ついて説明をしたところです。委員の皆様の事業所での対策やご自身の体調

管理もしっかりしていただくことが必要かと思います。 
それでは、本庄市地域包括支援センター運営協議会を始めたいと思います

のでどうぞよろしくお願いします。 

事務局 
（山口係長） 

ありがとうございました。 
次に、本日の会議でございますが、１１名中１０名様のご出席をいただい

ております。資料１の３ページ目、運営協議会設置要綱第５条第２項の規定

により２分の１以上に達しておりますので、本日の会議は成立しております

ことをご報告申し上げます。 
事務局 

（山口係長） 
なお、本運営協議会は設置要綱第６条により公開することになりますの

で、ご了承ください。本日は会議開始前に傍聴の申し出はありませんでした。 

事務局 
（山口係長） 

それでは議題に入らせていただきます。 
議長は、運営協議会設置要綱第５条第１項の規定に従いまして、髙橋会長

にお願いいたします。 

髙橋議長 
それでは議事の進行につきまして、改めまして皆様のご協力をお願いいた

します。 
まず、議事録署名人の指名を行います。名簿順で、本日は太田委員と大塚
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委員に議事録署名人をお願いします。 

髙橋議長 
それでは、報告事項（１）「令和６年度地域包括支援センター事業実績報

告について」、事務局から説明をお願いします。 

事務局 
（山口係長） 

それでは、引き続き山口からご説明申し上げます。 
それでは、令和６年度地域包括支援センター事業実績報告についてご説明

いたします。 
 
（事務局による説明） 
 

以上でございます。 

髙橋議長 
ただいまの事務局からの説明について、ご意見・ご質問等ありましたらご

発言をお願いします。 

金子委員 

２つほど質問させていただきます。 
１０ページ権利擁護の相談件数ですが、令和４年度からの推移が掲載され

ています。令和５年度から６年度にかけてかなり減少していますが、単に相

談が少なかったのか、関係機関との連携がうまくいって少なくなったのか、

お聞かせください。 

生活支援課 
茂木課長 

生活支援課の茂木と申します。ご質問にお答え申し上げます。 
当課では、高齢者の権利擁護業務を担当しております。相談件数が減少し

ていることの要因の一つとして、市の相談窓口が市民の皆様に浸透してきた

ということが挙げられると思います。相談窓口としては、地域包括支援セン

ターと市の福祉総合相談窓口がございますが、市へ直接相談いただくことが

だいぶ増えてきております。このような要因から、包括の相談件数が減少し

てきたと推察しているところでございます。 

金子委員 

ありがとうございます。次に１４ページの介護者教室について、西包括が

実施されている心も体もリフレッシュウォーキングですが、日本リフレッシ

ュウォーキング協会というものがあります。西包括で行った内容がどのよう

なものか説明をお願いしたいと思います。 

本庄西地域包括

支援センター 

西包括羽生と申します。 
ウォーキングのボランティアにご協力いただき、早稲田の森の中を歩きな

がら、介護のストレスを軽減できるような集まりとして、季節に応じて３回

に分けて開催させていただきました。 

金子委員 
ありがとうございます。 

 医師から毎日１万歩目指すと生活習慣病のリスクが９割減少すると聞き

ました。リフレッシュウォーキングはとてもいいなと思いました。 

髙橋会長 
実績の数字の変化の原因として、高齢者人口が多い地区であるという説明

がありました。各包括の中で、もっとも高齢人口の比率が高いところはどこ

でしょうか。 
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事務局 
（山口係長） 

ご質問にお答え申し上げます。 
４つの圏域の中で高齢化率が最も高いのは、児玉圏域で３１．６％です。 
続いて西包括の圏域が３１．２％、東包括の圏域が３０．１％、南包括の

圏域が２７．４％となっております。 

髙橋会長 南包括が高くなく、他圏域は同じくらいということですね。 

事務局 
（山口係長） 

南の圏域は人口が多いので高齢者人口も多くなっていますが、全体とする

と一番若い圏域となります。 
髙橋会長 独居世帯の方が多い地域はどこでしょうか。 
事務局 

（山口係長） 
世帯数は確認しておりません。 

髙橋会長 他に何かご質問ございますか。 

髙橋議長 
無いようですので、次の報告事項（２）「令和７年度地域包括支援センタ

ー事業計画について」、事務局から説明願います。 

事務局 
（山口係長） 

それでは、「令和７年度地域包括支援センター事業計画について」ご説明

いたします。 
 

 （事務局及び地域包括支援センターによる説明） 
 
 以上でございます。 

髙橋会長 
ただいまの事務局からの説明について、ご意見・ご質問等ありましたらご

発言をお願いします。 

高橋会長 
確認ですが、先ほど各包括の中で最も高齢化率が低いのは南包括というこ

とでした。南は高齢者人口自体が多いということですが、その差はどのくら

いでしょうか。 
事務局 

（山口係長） 
南圏域の人口は２４，２０９人、６５歳以上の高齢者人口は６，６４６人

となっております。 
事務局 

（内田課長） 
高齢者人口は多いのですが、全体の人口も多く、高齢化率は低くなってい

るという状況です。 
髙橋会長 他の圏域の人口はどのくらいでしょうか。 
事務局 

（山口係長） 
西圏域の人口は１６，２９１人、東圏域は１６，９６０人、児玉圏域は１

９，０４９人です。 

髙橋会長 
人口が多いということは高齢者人口が多くなるのは自然であり、南包括の

高齢者人口が多いという説明については普通の話ですね。 
その他ご質問ご意見ありますか。 
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富沢副会長 

何度もこの会で話していることですが、オレンジカフェや認知症サポータ

ー養成講座は活動していてしっかり業績が出ているわけですが、認知症初期

集中支援事業についてだけは毎回形骸化した事業ですよね。４包括で１回検

討委員会を実施しているだけで社会的には動いていない。このような風化し

たような事業を毎年事業計画に入れていて、４包括すべて同じ文言が書かれ

ている。そういう形のない物はやめて、他の実効的なものを組んだ方がよい

のではないかと私は思います。 

事務局 
（山口係長） 

毎年ご指摘いただいていることだと理解しています。 
認知症初期集中支援事業については、今後認知症の相談が増えていくこと

が予測される中で、この事業を活用していただけるよう市の方でも広く市民

の方に周知を図り、使っていただける事業となるよう努力してまいります。 

大塚委員 

５６ページの下から７行目、地域における関係機関のネットワーク構築と

ありますが、地域の関係機関とはどのような機関でどのようなネットワーク

をつくるのか、この計画で考えていることを教えていただければと思いま

す。 

事務局 
（山口係長） 

地域の関係機関の具体的内容としては、介護サービス事業所、医療機関、

保健分野の関係機関、地域の中で活躍している団体など、あらゆる関係機関

と、顔の見える関係をつくり、相談をしていただきやすい関係をつくってい

くことがネットワークになると考えております。 

大塚委員 
自治会や民生委員などいろいろな団体を巻き込んで情報収集し、包括でい

ろいろなことを考えていくということですね。 
事務局 おっしゃる通りでございます。 
髙橋会長 その他何かございますか。 

須藤委員 
６２ページですが、収支が合っていないようですが、足りない分はどうす

るのでしょうか。 

西包括 
（内田氏） 

西包括本庄市社協の内田と申します。 
６２ページの収支予算書について、収支がマイナスである要因としては、

収入面につきましては、指定介護予防支援事業及び第１号介護予防支援事業

介護予防支援事業の収入が６年度予算と比較すると減っているということ

で、一つは事業所収入が減少する見込みであります。こちらは昨年度の実績

に基づいたものでございます。また、支出面でございます。近年の物価高騰

や人件費の上昇により、歳出が前年度に比べて膨らんでおります。特に人件

費について説明させていただきますと、３職種の専門職が必要ということ

で、例えばそのうちの一つ主任ケアマネジャーの資格取得については最低で

も１０年ほどかかるという専門性が求められる業務となっています。そうし

たことから主任ケアマネジャーに人件費の安い若い職員を充てることがで

きない状況です。またその他包括の業務に対応するためには、ある程度経験

のある職員を配置せざるを得ないのが現状でございます。我々といたしまし

ても、全てを人件費に置き換えることも難しいため、人件費圧縮も当然考え
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ております。５人全てを正職員ではなく、臨時職員で対応できるところはす

るという努力もしているところです。 
現状ですが、２０ページに戻りまして令和６年度の収支決算書、収入その

他の部分をご覧ください。６年度決算におきまして、過年度繰越金そして法

人の利益を合計で１，０６７，０３２円を収入に充当したということでござ

います。 
６２ページに戻りまして、令和７年度収支予算書ですが、法人からの受け

入れを４０万円見込んでいます。法人からの繰り入れを充ててもなおマイナ

スの収支となっています。 
マイナスのままでよろしいのかというご質問ですが、一旦はこちらで予算

を組ませていただきましたが、今後もいろいろな面で圧縮に努めたいと考え

ております。特に事務費、諸経費の削減に努めるとともに、収入につきまし

ては、ケアプラン件数が増えれば収入面も増えるため、支出面の削減、収入

面を増やすという努力を頑張っていきたいと考えております。 

髙橋会長 

社協からの繰り入れをするということですが、他の３法人は繰り入れをし

ているところはありませんか。 
東包括で、その他収入があるようですが、これは繰り入れということでし

ょうか。 

東包括 
（佐藤氏） 

東包括で経理を担当しております佐藤と申します。 
その他収入の１４，０００円につきましては、預金の利息を想定していま

す。 

髙橋議長 
他にご発言ございますか。 
無いようですので、次の報告事項（３）「介護予防支援等委託事業所につ

いて」、事務局から説明願います。 

事務局 
（山口係長） 

それでは「介護予防支援等委託事業所について」ご説明いたします。 
 

（事務局による説明） 
 
以上でございます。 

髙橋議長 
ただいまの事務局からの説明について、ご意見・ご質問等ありましたらご

発言をお願いします。 

髙橋議長 

他に質疑はありませんか。 
無いようですので、これで本日の議題につきましては終了いたしました。 
それでは、進行を事務局にお返しします。議事進行へのご協力ありがとう

ございました。 

事務局 
（山口係長） 

ありがとうございました。 
次に、５「その他」ということで、委員の皆様から何かございますでしょ

うか。 
事務局 事務局より１点ご連絡を申し上げます。 
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（山口係長） 次回第２回運営協議会の予定ですが、令和８年３月６日（金）に予定して

おります。日程が近くなりましたら、またご案内申し上げます。 

事務局 
（山口係長） 

他に何かございますでしょうか。 
ないようですので、これで本日の日程は全て終了いたしました。 
最後に閉会のあいさつを富沢副会長よりお願いいたします。 

富沢副会長 
ご討議お疲れ様でございました。 
これをもちまして第１回運営協議会を閉会します。 
ありがとうございました。 

事務局 
（山口係長） 

ありがとうございました。 
今後ともご指導・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 


